
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生にとっては、はじめての長距離への挑戦。そして

６年生にとっては、小学校最後の挑戦となります。短距離

とは違って走る時間も長いため、走り続ける精神力も大切

になります。それぞれの体力に合わせて、どこまでがんば

るのかを自分で決めることになりますね。走り方で、子ど

もたちのそれぞれの個性が見えるような気がします。  

保護者のみなさんの声援は、心のエネルギーとなって、

練習以上の力を発揮した子どもたちもたくさんいました。

子どもたちの体力はまだまだ満足すべき状態ではありま

せんが、自分に挑戦する気持ちを、どの子どももしっかり

持っていることがわかった「走ろう会」でした。  

応援、子どもたちの観察などさまざまな面でご協力をいただき、本当にありがとうご

ざいました。 

 

 

 

 

おじいさん、おばあさんから見て現在の授

業はどのような感想を持たれましたか。 

私たちが小学校の時にはなかった新しい学

習の一つが、「外国語活動」です。ＡＬＴ（外

国語指導助手）の先生と担任が一緒になって、 

子どもたちに英語で伝えることの楽しさを学ばせます。「外国語活動」は、将来は「英

語科」という教科になるかもしれません。 

社会が変わり、パソコンや携帯などの器機がだれでも普通に持てるようになり、わた

したちの生活も変わってきました。これから、６０年以上も先まで生きる子どもたちで

す。人と人とのつながりを大切にして、自分の望む生き方ができる学力を、時代に合わ

せて身につけていってほしいですね。 
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１１月に入り、暦の上で

は季節は冬になりました。

寒暖の差が激しい毎日です

が、子どもたちは元気いっ

ぱいです。５日（水）の「走

ろう会」では、日頃の練習

の成果を、おじいさんやお

ばあさん、保護者のみなさ

んの前で十分発揮すること

ができたようです。 

高学年スタートのようす 

低学年スタートのようす 

外国語活動の授業のようす 



今回は、学習状況調査の結果についてお

知らせします。学習状況調査は、子どもた

ちへの質問により、家庭での生活習慣や学

習状況、授業に向かう姿勢などを調べるも

のです。 

《学習の状況の結果》 

 全国、福島県と比較すると学習に対して受動的であり、将来の自己実現に向けて積

極的に活動する意欲が低下しているという傾向がみうけられました。それは、以下の

ようなことから推察しました。 

ｏ ゲームに費やす時間が多いが、読書に費やす時間は尐ないこと。  

ｏ 友達の前で自分の考えや意見を発表したりすることが苦手な子どもたちが多く、

悩みがあった時に誰にも相談しないと回答した子どもたちが４割もいること。ま

た、自分で計画を立てて学習していると回答した子どもたちが尐ないこと。 

ｏ 自分のよさを認めてくれているという意識が低かったり、地域や社会への関心

が低かったりすること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これは、東日本大震災によって避難が長期化している影響と考えられます。  

今後に向けて、子どもたちの学力を向上させるためには何が大切かを考えました。学

校ができることは、学校生活及び授業の改善です。そこで以下の３つの方針を立て、見

直しを図りました。 

◆授業や学校生活の中で、自己有用感を育てること。（授業の中で、自分が大切

にされていると感じること、どんな勉強をしているのか認知できるよう、めあ

てやまとめを明確に示すこと） 

  ◆授業の中で、友達同士で話す場と時間を確保し、自分の考えを持たせ伝える活

動を意識して設定すること 

◆授業や学校生活の中で、将来に向けての具体的な見通しや展望を、子どもたち

に問いかけながら意識させること（何のために、学習するのかを含めて） 

この調査は、４月末のものです。その後長い時間が経っていますので、子どもたちの

意識も変わってきているものと考えています。  

１１月後半は、授業に集中する時期になります。学んだことは、これからの自分を伸

ばす基礎となり、社会に参画していく時の財産となることを、子どもたち自身が分かる

ことが大切です。その上で、今を大切にして学び続けることが本当の生きる力になるも

のと信じ、今後も取り組みを進めていきます。  

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明した

り、文章に書いたりすることは難しいと思いますか。 

検査結果から特に全国や県との差が大きいと考えられた設問の一部です。 

地域や社会をよくするために何をすべきか

を考えることがありますか。  


